
全国のがん診療連携拠点病院における診療実態を把握

院内がん登録2012年集計報告
5大がんの年齢年代別治療方法も初集計

国立がん研究センター がん対策情報センター
がん統計研究部 院内がん登録室

資料2：概要説明資料



地域がん登録 院内がん登録 臓器がん登録

誰が 行政が 病院が 専門家が

何のために
住民をがんから守る
ために

病院機能を高めるた
めに

がん医療の質を高め
るために

誰の
地域住民に発生した

自施設を受診したが
ん患者の

特定のがん患者の

全部位、全がん種の 全部位、全がん種の ある部位、がん種の

何を 罹患率、生存率 診療数、生存率 生存率等

分析する の実態、推移を の実態を
を、治療前情報、
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 目的（何を評価するための登録か）が異なる

 目的によって、必要な情報が微妙に異なる

全数登録

情報の
詳細さ

臓器がん登録

院内がん登録

地域がん登録

罹患・地域較差の評価のための指標

施設機能・施設較差の評価のための指標

個別の診断・治療の評価のための指標
診療科DB

自科の診断・治療の評価のための指標

医療の質の

評価指標

がん対策の

評価指標
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2013年12月 がん登録等の推進に関する法律成立
2016年1月 全国がん登録開始予定

第一条（目的） 国民に対するがん、がん医療等及びがん
の予防についての情報提供の充実その他のがん対策を科学
的知見に基づき実施するため、全国がん登録の実施並びに
これに係る情報の利用及び提供、保護等について定めると
ともに、院内がん登録等の推進に関する事項を定め、あわ
せて、がん登録等により得られた情報の活用について定め
る
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地域がん登録 全国がん登録 院内がん登録

誰が 各都道府県が 国が都道府県と共に 病院が

誰の
自県住民に発生した 日本住民に発生した

自施設を受診した
がん患者の

全部位、全がん種の

何を 罹患率、生存率 診療数、生存率

分析する の実態、推移を

2016年



概要版 がん診療連携拠点病院 院内がん登録
2012年診断症例全国集計報告書の発行・公開について
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 平成25年7月に発行・公開した2011年診断症例の集
計報告に続き、6回目の報告です。初めて、がん診療
連携拠点病院全397の施設が集計対象施設になり、
約61万例の登録の提供を受けました。

 昨年度に続き、都道府県からの推薦に基づき、がん
診療連携拠点病院以外で院内がん登録を実施してい
るがん診療施設に対して全国集計への参加を依頼し、
最終的に全国から236施設、約15万例の登録の提供
を受けました。

拠点病院 県推薦 2012年合計 2011年県推薦

病院数（調査時） 397 298 ‐ ‐

集計対象施設数 397 236 633 155

全登録数 613,377 152,746 766,123 89,085



拠点病院 院内がん登録全国集計とは

国立がん研究センター がん対策情報センター がん統計研究部6

 「院内がん登録の実施、データの提供」は、がん診
療連携拠点病院の指定要件の一つになっています。

 国立がん研究センターは、各拠点病院で診断あるい
は治療された患者さんの情報を匿名化した形で、1年
ごとに、診断された日や発見の経緯、がんの進行度
（病期）などを電子データで収集し、集計報告を
行っています。

 施設別、都道府県別の集計値を公表することで、各
施設、都道府県のがん診療の特性を見たり、施設で
の登録の問題点を把握したりすることを目的として
います。
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がん診療連携拠点病院院内がん登録
2012年診断症例全国集計 報告書構成

I 2012年全国集計 調査方法

収集の対象と方法

収集の対象

収集方法

収集項目と定義

集計の対象と方法

集計の対象

集計項目の定義

公表の対象について

2012年全国集計 データ提出施設

2012年全国集計 集計データ還元

II 2012年全国集計 結果概要

集計対象登録患者数

県別の推計罹患数との関係

登録患者数の推移

III 2012年全国集計 結果詳細（診断情報）

1. 登録患者数、性別、上皮内を含む/含まない

2. 診断時都道府県コード

3. 年齢層

4. 症例区分

5. 来院経路

6. 発見経緯

7. 部位別

IV 2012年全国集計 結果詳細（腫瘍情報）

1. 胃

2. 大腸

3. 肝臓

4. 肺

5. 乳房

6. 小児がん（20歳未満）、国際小児がん分類別

7. 5部位のUICC TNM分類治療前ステージ別
治療方法：年齢別、2012年

付表国立がん研究センター がん対策情報センター がん統計研究部



がん診療連携拠点病院院内がん登録
2012年診断症例全国集計 報告書付表構成
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付表1-1 登録数：都道府県、部位別、性別

付表1-2 登録数（浸潤がんのみ）：都道府県、部位別、性別

付表2-1 登録数：都道府県、診断時住所別

付表2-2 登録数（20歳未満）：都道府県、診断時住所別

付表3 登録数：都道府県、5歳年齢階級別、性別

付表4 登録数：都道府県、症例区分別

付表5 登録数：都道府県、来院経路別

付表6 登録数：都道府県、発見経緯別

付表7-1～5（胃、大腸、肝臓、肺、乳房）登録数（自施設初回治療、癌腫）

（自施設初回治療、癌腫）：都道府県、UICC-TNM分類 治療前ステージ別

（自施設初回治療、癌腫、原発巣切除）：都道府県、UICC-TNM分類 術後病理学的ステー
ジ別

（自施設初回治療、癌腫、治療前ステージ別） ：都道府県、治療方法別

付表7-6 ICCC-3主分類別登録数（20歳未満）：都道府県、性別

付表7-6 ICCC-3主分類別登録数（20歳未満）：診断時住所、性別

国立がん研究センター がん対策情報センター がん統計研究部

同じ内容の施設別の付表は、「がん情報サービス」 にあります。
http://ganjoho.jp/professional/statistics/hosp_c_registry.html
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表2-1 全登録数の推移

登録年 2007 2008 2009 2010 2011 2012

拠点病院数（調査時） 288 351 377 388 397 397

集計対象施設数 287 359 370 387 395 397

全登録数 327,889 428,195 487,441 548,979 584,120 613,377

1施設当たりの全登録数
の中央値
最小値
最大値

--
1,038

136

8,600

1,150

155

8,866

1,251

168

8,620

1,313

162

8,174

1,363

175

8,617

症例区分8を除く
集計登録数
（全登録数に対する割合）

-- --
471,827

(96.8)

530,363

(96.6)

563,422

(96.5)

590,856

(96.3)

症例区分2,3のみ
（全登録数に対する割合）

-- --
403,996

(85.6)

451,058

(85.0)

475,924

(84.5)

497,725

(84.2)

23ページ
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15ページ～
集計対象施設の
全登録数、
2011年、2012年、
対前年増加率

施設ごとに、平均
5.2%登録数が伸びて
います。



用語
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 UICC TNM分類
がんの進行度を判定する基準として国際的に活用されてい

る国際対がん連合（UICC）採用のがんの分類方法。28の部位
ごとに各種の検査結果から原発がんの大きさ、広がり、深さ
をT、原発がんの所属リンパ節転移の状況をN、他の臓器への
遠隔転移状況をMとして、区分し、それらを総合して病期（ス
テージ）を判定しています。

 国際小児がん分類
小児のがんは、成人のがんと違い、原発部位ではなく、組

織形態に基づいて分類する方が妥当と言われています。成人
のがんは、国際疾病分類 腫瘍学（International 
Classification of Diseases, Oncology：ICD-O） に基づいて分
類されるため、これに対応する小児のがんの分類 国際小児
がん分類（International Classification of Childhood 
Cancer:ICCC） が、国際的に利用されています。分類の最新
版は、2005年に公表されたICCC第3版（ICCC-3）です。



2012年報告の特筆点1
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 小児（20歳未満）につ
いて、本年から、国際
小児がん分類に基づく
集計を基本集計として
毎年報告することにな
りました。

 2012年の20歳未満の患
者の集計登録数は3,329

例でした。

 20歳未満の登録が1例も
ない施設は76施設でし
た。

56ページ～

略標記 診断群
Ⅰ 白血病 白血病、骨髄増殖性疾患、

骨髄異形成疾患
Ⅱ リンパ腫 リンパ腫、細網細胞腫瘍
Ⅲ 脳腫瘍※ 中枢神経・その他の脳・脊髄腫

瘍（胚細胞腫瘍を除く）
Ⅳ 神経芽腫 神経芽腫・その他の末梢神経細

胞腫瘍
V 網膜芽腫 網膜芽腫
Ⅵ 腎腫瘍 腎腫瘍
Ⅶ 肝腫瘍 肝腫瘍
Ⅷ 骨腫瘍 悪性骨腫瘍
Ⅸ 軟部腫瘍 軟部組織・その他の骨外性肉腫
X 胚細胞腫瘍 胚細胞腫瘍、トロホブラスト性

腫瘍、
性腺新生物

XⅠ その他の癌 その他の悪性上皮性 新生物、
悪性黒色腫

XⅡ その他 その他・分類不能の悪性新生物

表4-6-1 国際小児がん分類、第3版 主分類



2012年報告の特筆点2
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 特別集計として、5部位について、病期別、年齢別の初
回治療方法の集計を行いました。

 「自分と同じ部位で、同じくらいの年齢で、同じ病期の
患者がどのような治療を受けているのか」の参考情報に
なればと考えています。

 「自分と同じ部位で、同じくらいの年齢で、同じ病期の
患者」でも異なる治療が行われることについて、同じ年
齢でも全身状態が異なったり、同じ部位の癌でもタイプ
が異れば、より適切な治療方法が選択されます。

58ページ～
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治療の集計の留意点（報告書 p8-10）
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 登録対象のがんの初回治療のみ登録

 初回治療

 治療開始時点で既に計画されていた治療内容で、後から随時に
追加された治療は含まない

 自施設で行った初回治療のみ登録

 治療の登録区分と集計区分

 登録は、外科的治療、内視鏡的治療、化学療法、内分泌療法、
放射線治療など12区分の「有無」。

 12種類の治療区分の「有無」から、集学的治療を考慮した集計
用の12の治療区分と、いずれの登録区分も「無」であった“治
療なし”の13種類。

 但し、“治療なし” は吐き気や痛みの治療など、いわゆる症

状緩和の治療なしを意味するものではありません。“治療な
し”であっても、緩和ケアは適切に実施されています。
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登録区分

集計区分

外
科
的

体
腔
鏡
的

内
視
鏡
的

放
射
線

化
学

免
疫
・

B
R
M

内
分
泌

T
A
E

P
E
IT

温
熱

レ
ー
ザ
ー

そ
の
他

1 手術のみ ▲ ▲

2 内視鏡のみ ●

3 手術＋内視鏡 ▲ ▲ ●

4 放射線のみ ●

5 薬物療法のみ ▲ ▲ ▲

6 放射線＋薬物 ● ▲ ▲ ▲

7 薬物＋その他 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

8 手術/内視鏡
＋放射線

▲ ▲ ▲ ●

9 手術/内視鏡
＋薬物

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

10 手術/内視鏡
＋その他

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

11 手術/内視鏡
＋放射線＋薬物

▲ ▲ ▲ ● ▲ ▲ ▲

12 他の組み合わせ 1～11までの組み合わせ以外の組み合わせ

13 治療なし いずれの治療方法も「無」で登録

▲：いずれかの治療が「有」で登録



2012年報告書 抜粋 特別集計
5部位の年齢別にみた治療方法

胃癌（p58-9）

手術のみ

内視鏡のみ

手術+内視鏡

薬物療法のみ

手術/内視鏡+薬物

治療なし

0%
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20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
治療なし

他の組み合わせ

手術/内視鏡+放射線+薬物

手術/内視鏡+その他

手術/内視鏡+薬物

手術/内視鏡+放射線

薬物+その他

放射線+薬物

薬物療法のみ

放射線のみ

手術+内視鏡

内視鏡のみ

手術のみ

①90歳以上では、約50%が治療
なし。

②年齢が高いほど、薬物療法を
含む治療の割合は小さい。

1

2

2

16対象数 610 1,869 6,220 18,238 23,074 11,848 842 62,701

0%

50%

100%

治療前病期の割合；年齢階級別

不明

IV期

III期

II期

I期

0期



2012年報告書 抜粋 特別集計
5部位の年齢別にみた治療方法

胃癌 UICC TNM分類治療前病期I期

手術のみ

内視鏡のみ

手術+内視鏡

手術/内視鏡+薬物

治療なし

0%
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60%
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80%

90%

100%
0

-
3

9
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4
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-
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9
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6
0

-
6

9
歳

7
0

-
7

9
歳

8
0

-
8

9
歳

9
0
歳
以
上

全
体

1

2

17対象数 299 1,078 3,859 11,383 14,839 6,985 363 38,806

1. 年齢が高くなるほど、手術のみの割
合は低い。

2. 90歳以上では、治療なしの割合が高
い。

胃癌 Ⅰ期



2012年報告書 抜粋 特別集計
5部位の年齢別にみた治療方法

胃癌 UICC TNM分類治療前病期II期

手術のみ

薬物療法のみ

手術/内視鏡

+薬物

治療なし

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
治療なし

他の組み合わせ

手術/内視鏡+放射線+薬物

手術/内視鏡+その他

手術/内視鏡+薬物

手術/内視鏡+放射線

薬物+その他

放射線+薬物

薬物療法のみ

放射線のみ

手術+内視鏡

内視鏡のみ

手術のみ

1. 年齢が若いほど、手術のみの割合が低
く、手術または内視鏡＋薬物治療の割
合が高い。

2. 90歳以上では治療なしの割合が高い。

1

2

1

18対象数 82 259 716 1,950 2,385 1,467 131 6,990

胃癌 II期



2012年報告書 抜粋 特別集計
5部位の年齢別にみた治療方法

胃癌 UICC TNM分類治療前病期III期

手術のみ

薬物療法のみ

手術/内視鏡

+薬物

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
治療なし

他の組み合わせ

手術/内視鏡+放射線+薬物

手術/内視鏡+その他

手術/内視鏡+薬物

手術/内視鏡+放射線

薬物+その他

放射線+薬物

薬物療法のみ

放射線のみ

手術+内視鏡

内視鏡のみ

手術のみ

1. 年齢が若いほど、手術のみの割合が低
く、手術または内視鏡＋薬物治療の割
合が高い。

2. 90歳以上では、治療なしの割合が高
い。

2

1

1

19対象数 49 130 504 1,483 1,811 1,013 77 5,067

胃癌 III期



2012年報告書 抜粋 特別集計
5部位の年齢別にみた治療方法

胃癌 UICC TNM分類治療前病期IV期

手術のみ

薬物療法のみ

手術/内視鏡+薬物

治療なし
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手術/内視鏡+薬物

手術/内視鏡+放射線

薬物+その他

放射線+薬物

薬物療法のみ

放射線のみ

手術+内視鏡

内視鏡のみ

手術のみ

1. 年齢が若いほど、手術のみの割合が
低く、薬物療法のみの割合が高い。

2. 90歳以上の73%は治療なし。

2

1

1

20対象数 170 359 943 2,729 2,960 1,612 142 8,915

胃癌 IV期



2012年報告書 抜粋 特別集計
5部位の年齢別にみた治療方法

大腸癌（p60-1）

手術のみ

内視鏡のみ

手術/内視鏡+薬物

治療なし
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手術/内視鏡+放射線

薬物+その他

放射線+薬物

薬物療法のみ

放射線のみ

手術+内視鏡

内視鏡のみ

手術のみ

①90歳以上でも、治療なしは約
20%。
②80歳以上で薬物療法を含む治
療の割合は小さくなる。

1

2

2

21対象数 1,009 3,261 9,042 21,719 23,727 12,274 1,236 72,268

0%

50%

100%

治療前病期の割合；年齢階級別

不明

IV期

III期

II期

I期

0期



2012年報告書 抜粋 特別集計
5部位の年齢別にみた治療方法

大腸癌UICC TNM分類治療前病期I期

手術のみ

内視鏡のみ

手術+内視鏡

手術/内視鏡+薬物

治療なし
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手術/内視鏡+放射線

薬物+その他

放射線+薬物

薬物療法のみ

放射線のみ

手術+内視鏡

内視鏡のみ

手術のみ

1. 手術のみや内視鏡のみの割合は年齢に
よって大きな違いがない。

2. 年齢が若いほど、手術または内視鏡＋
薬物療法の割合が高い。

3. 90歳以上では、治療なしの割合が高
い。

2

1

3

22対象数 158 657 1,784 4,570 5,293 2,629 178 15,269

大腸癌 I期



2012年報告書 抜粋 特別集計
5部位の年齢別にみた治療方法

大腸癌UICC TNM分類治療前病期II期

手術のみ

手術/内視鏡+薬物

手術/内視鏡+放射線+薬物

治療なし
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手術/内視鏡+放射線

薬物+その他

放射線+薬物

薬物療法のみ

放射線のみ

手術+内視鏡

内視鏡のみ

手術のみ

1. 年齢が若いほど、手術のみの割合が低
く、手術または内視鏡＋薬物治療の割
合が高い。

2. 90歳以上では、手術のみの割合が
81%、治療なしの割合が12.3％。

1

1

2

2

23対象数 116 433 1,254 3,182 3,940 2,625 318 11,868

大腸癌 II期



2012年報告書 抜粋 特別集計
5部位の年齢別にみた治療方法

大腸癌UICC TNM分類治療前病期III期

手術のみ

手術/内視鏡+薬物

手術/内視鏡+放射線

+薬物
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手術/内視鏡+放射線

薬物+その他

放射線+薬物

薬物療法のみ

放射線のみ

手術+内視鏡

内視鏡のみ

手術のみ

1. 年齢が若いほど、手術のみの割合が低
く、手術または内視鏡＋薬物治療の割
合が高い。

2. 90歳以上では、手術のみの割合が
85%、治療なしの割合が9.7％。

1

2

1

2

24対象数 234 573 1,675 4,015 4,238 2,329 227 13,291

大腸癌 III期



2012年報告書 抜粋 特別集計
5部位の年齢別にみた治療方法

大腸癌UICC TNM分類治療前病期IV期

手術のみ

薬物療法のみ

手術/内視鏡+薬物

治療なし
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放射線+薬物

薬物療法のみ

放射線のみ

手術+内視鏡

内視鏡のみ

手術のみ

1. 年齢が若いほど、手術のみの割合が
低く、手術または内視鏡＋薬物治療
の割合が高い。薬物療法のみの割合
も高い

2. 90歳以上では治療なしの割合が50%。

1

2

1

1

25対象数 205 545 1,392 3,010 2,958 1,587 218 9,915

大腸癌 IV期



2012年報告書 抜粋 特別集計
5部位の年齢別にみた治療方法

肝癌（p62-3）

手術のみ

薬物療法のみ

薬物+その他

他の組み合わせ

治療なし
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薬物療法のみ

放射線のみ

手術+内視鏡

内視鏡のみ

手術のみ

①90歳以上では、約50%が治療
なし。

②高齢でも薬物療法を含む治療
の割合が高い。

1

2

2

26対象数 142 434 1,790 5,297 7,275 3,314 218 18,470
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100%

取扱い規約病期の割合；年齢階級別

空欄

不明

IV期

III期

II期

I期



2012年報告書 抜粋 特別集計
5部位の年齢別にみた治療方法

肝癌取扱い規約分類病期I期
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他の組み合わせ
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0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
治療なし

他の組み合わせ

手術/内視鏡+放射線+薬物

手術/内視鏡+その他

手術/内視鏡+薬物

手術/内視鏡+放射線
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放射線+薬物

薬物療法のみ

放射線のみ

手術+内視鏡

内視鏡のみ

手術のみ

1. 年齢が若いほど、手術のみの割合が高
く、年齢が高いほど、薬物＋その他の
割合が高い。

2. 90歳以上では、47%が治療なし。

1

1

2

27対象数 19 117 405 1,119 1,430 584 19 3,693

肝癌 I期



2012年報告書 抜粋 特別集計
5部位の年齢別にみた治療方法
肝癌取扱い規約分類病期II期

手術のみ

薬物療法のみ

薬物+その他

手術/内視鏡+薬物

他の組み合わせ
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薬物療法のみ

放射線のみ

手術+内視鏡

内視鏡のみ

手術のみ

1. 年齢が若いほど、手術のみの割合が高
い。

2. 年齢が高いほど、薬物＋その他の割合
が高い。

1

2

28対象数 42 107 524 1,672 2,622 1,210 63 6,240

肝癌 II期



2012年報告書 抜粋 特別集計
5部位の年齢別にみた治療方法
肝癌取扱い規約分類病期III期

手術のみ

薬物療法のみ

薬物+その他

手術/内視鏡+薬物
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薬物療法のみ

放射線のみ

手術+内視鏡

内視鏡のみ

手術のみ

1. 年齢が若いほど、手術のみの割合が高
い。

2. 年齢が高いほど、薬物＋その他の割合
が高い。

1

2

29対象数 42 107 524 1,672 2,622 1,210 63 6,240

肝癌 III期



2012年報告書 抜粋 特別集計
5部位の年齢別にみた治療方法
肝癌取扱い規約分類病期IV期

手術のみ

放射線のみ

薬物療法のみ

放射線+薬物

薬物+その他

手術/内視鏡+薬物

他の組み合わせ
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内視鏡のみ

手術のみ

1. 年齢が若いほど、薬物療法のみまたは
薬物＋その他の割合が高い。

2. 年齢が高いほど、治療なしの割合が高
く、90歳以上では66％。

1

2

1

30対象数 47 117 427 1,134 1,260 600 61 3,646

肝癌 IV期



2012年報告書 抜粋 特別集計
5部位の年齢別にみた治療方法

肺癌（p64-5）

手術のみ

放射線のみ

薬物療法のみ
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3

31対象数 369 1,392 5,195 17,846 20,912 9,698 581 55,993

①90歳以上では、約60%が治療な
し。

②年齢が高いほど、放射線のみの
割合が高い。

③年齢が高いほど、薬物療法を含
む治療の割合は小さい。
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治療前病期の割合；年齢階級別
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2012年報告書 抜粋 特別集計
5部位の年齢別にみた治療方法

肺癌UICC TNM分類治療前病期I期

手術のみ

放射線のみ

手術/内視鏡

+薬物
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薬物療法のみ

放射線のみ

手術+内視鏡

内視鏡のみ

手術のみ

1. 80歳未満では、手術のみの割合に大き
な違いがない。

2. 年齢が若いほど、手術または内視鏡＋
薬物の割合が高い。

3. 90歳以上では39%が治療なし。
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3

32対象数 112 500 1,947 6,851 8,680 3,573 129 21,792

肺癌 I期



2012年報告書 抜粋 特別集計
5部位の年齢別にみた治療方法
肺癌UICC TNM分類治療前病期II期

手術のみ

放射線のみ

薬物療法のみ

放射線+薬物

手術/内視鏡+放射線
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放射線+薬物

薬物療法のみ

放射線のみ

手術+内視鏡

内視鏡のみ

手術のみ

1. 90歳未満では、手術のみの割合に大き
な違いがない。

2. 年齢が若いほど、手術または内視鏡＋
薬物の割合が高い。

3. 90歳以上では、70％が治療なし。
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33対象数 14 87 342 1,357 1,735 840 46 4,421

肺癌 II期



2012年報告書 抜粋 特別集計
5部位の年齢別にみた治療方法
肺癌UICC TNM分類治療前病期III期
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内視鏡のみ

手術のみ

1. 年齢が若いほど、手術のみの割合が小
さく、放射線＋薬物の割合が高い。

2. 薬物療法のみの割合は、年齢によって
大きな違いがない。

1

1

2

34対象数 51 226 946 3,105 3,416 1,477 61 9,282

肺癌 III期



2012年報告書 抜粋 特別集計
5部位の年齢別にみた治療方法
肺癌UICC TNM分類治療前病期IV期

放射線のみ

薬物療法のみ
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薬物+その他
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1. 年齢が高いほど、治療なしの割合が高
い。

1

35対象数 172 537 1,754 5,884 6,292 3,332 295 18,266

肺癌 IV期



2012年報告書 抜粋 特別集計
5部位の年齢別にみた治療方法

乳癌（p66-7）
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36対象数 2,817 9,776 9,299 11,633 7,182 2,976 389 44,072

①90歳以上でも、治療なしは約
10%。
②80歳以上では、薬物療法のみの

割合が高い（侵襲の小さい内分泌
治療のため）。
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2012年報告書 抜粋 特別集計
5部位の年齢別にみた治療方法

乳癌UICC TNM分類治療前病期I期
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手術/内視鏡+放射線+薬物

手術/内視鏡+その他

手術/内視鏡+薬物

手術/内視鏡+放射線

薬物+その他

放射線+薬物

薬物療法のみ

放射線のみ

手術+内視鏡

内視鏡のみ

手術のみ

1. 年齢が若いほど、手術または内視鏡＋
放射線＋薬物の割合が高い。

2. 90歳以上の46％が手術のみ。

1

2

37対象数 944 3,928 3,729 4,812 3,043 1,075 93 17,624

乳癌 I期



2012年報告書 抜粋 特別集計
5部位の年齢別にみた治療方法

乳癌UICC TNM分類治療前病期II期

手術のみ

薬物療法のみ
手術/内視鏡+放射線

手術/内視鏡

+薬物

手術/内視鏡

+放射線+薬物
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手術/内視鏡+放射線+薬物

手術/内視鏡+その他

手術/内視鏡+薬物

手術/内視鏡+放射線

薬物+その他

放射線+薬物

薬物療法のみ

放射線のみ

手術+内視鏡

内視鏡のみ

手術のみ

1. 年齢が若いほど、手術または内視鏡＋
放射線＋薬物の割合が高い。

2. 年齢が高いほど、手術のみの割合が高
い。

1

2

38対象数 985 3,016 2,816 3,683 2,313 1,124 139 14,076

乳癌 II期



2012年報告書 抜粋 特別集計
5部位の年齢別にみた治療方法

乳癌UICC TNM分類治療前病期III期

手術のみ

薬物療法のみ

手術/内視鏡

+薬物

手術/内視鏡

+放射線+薬物
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手術/内視鏡+その他

手術/内視鏡+薬物

手術/内視鏡+放射線

薬物+その他

放射線+薬物

薬物療法のみ

放射線のみ

手術+内視鏡

内視鏡のみ

手術のみ

1. 年齢が若いほど、手術または内視鏡＋
放射線＋薬物の割合が高い。

2. 80歳以上では、手術のみ、薬物療法の
みの割合が高い。

1

2

2

39対象数 231 548 705 883 573 331 78 3,349

乳癌 III期



2012年報告書 抜粋 特別集計
5部位の年齢別にみた治療方法

乳癌UICC TNM分類治療前病期IV期

放射線のみ

薬物療法のみ

放射線+薬物

手術/内視鏡+薬物

手術/内視鏡+その他

他の組み合わせ
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他の組み合わせ

手術/内視鏡+放射線+薬物

手術/内視鏡+その他

手術/内視鏡+薬物

手術/内視鏡+放射線

薬物+その他

放射線+薬物

薬物療法のみ

放射線のみ

手術+内視鏡

内視鏡のみ

手術のみ

• 年齢によって治療方法に大きな違いが
ない。

40対象数 140 355 530 601 330 155 20 2,131

乳癌 IV期



2012年報告書 抜粋 特別集計
5部位の年齢別にみた治療方法

前立腺（参考）

手術のみ

放射線のみ

薬物療法のみ

放射線+薬物

治療なし
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41対象数 5 108 2,281 12,696 16,472 4,983 271 36,816

0%

50%

100%

治療前病期の割合；年齢階級別
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①90歳以上でも、治療なしは約
10%。
②80歳以上では、薬物療法のみの

割合が高い（侵襲の小さい内分泌
治療のため）。


